
第２編  端末操作手順

	業 務 処 理 区 分
	コード
	入力方式

	スワップ

（財務省）
	担保受払
	受渡担保明細（スワップ）
	４３１１０１
	再　鑑


	概　要
	


担保国債の差入または受戻を行います。
なお、額面金額欄には最低額面金額（利付国債（変動利付国債および物価連動国債を除きます。）および国庫短期証券については５万円、変動利付国債および物価連動国債については１０万円）の整数倍の金額を入力できます。

	入力画面
	


（基本領域）
	■431101 スワップ（財務省）
■受渡担保明細（スワップ）

	担保取引区分
	 ① 　差入：１　受戻：２

	取引実行者
	 ② 　国債整理基金：１　財政融資資金：２

	スワップ取引先
	　 ③ 　

	種別
	　④　　代行決済の場合のみ入力

	銘柄
	　　　　　　　　　　⑤　　　　　　　　　コード検索

	額面金額
	　　　　 ⑥ 　　　　円

	□入力データ固定　　　　　　　　　　　　　　　　連　続　　　実　行　　キャンセル


	入力手順
	


①　　担保取引区分コードを入力します。
（例）差入……［1］

受戻……［2］

②　　取引実行者コードを入力します。
（例）国債整理基金……［1］
財政融資資金……［2］
③　　スワップ取引先コードを入力します。
（例）○×銀行（１２３４）……［1234］
④　　決済代行先が入力する場合には、担保受払に使用する参加者口座の種別コードを入力します。
（例）種別名なし（００）……［00］
スワップ取引先が入力する場合には、入力は不要です。

⑤　　差入または受戻の対象とする銘柄の銘柄コードを入力します。
（例）利付国庫債券（１０年）第３０１回……［JP1103011969］

⑥　　⑤の銘柄に対応する額面金額を入力します。
（例）１億４千万円……［140000000］  実行 ボタン
	出力帳票
	


（別領域）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4311-00100）
	受渡担保明細（スワップ）処理済通知
担保取引区分　　 　    
取 引 実 行 者　 　            （注１）
スワップ取引先　    　            （注２）　決済代行先　    　             （注３）
銘　　　　　柄　            　                          （注４）　償還期限　       
表面利率　        ％（注５）
時価評価基準日　        （注６）
額　面　金　額　                    円　　担保価額　                    円（注７）
受渡後担保価額　　　　　　                     円（注８）
スワップ時価評価額　　　　                     円（注９）
純　与　信　額　　　　　　                     円（注１０）
余剰（－）・不足担保価額　                     円（注１１）
払　　出　　先　    　              （注１２）　　　　　　　　　口座区分　  　        （注１３）
受　　入　　先　    　              （注１４）　　　　　　　　　口座区分　  　        （注１５）
受　付　番　号　          
国　債　残　高　                    円（注１６）　　　　　　　　国債処理番号　      （注１７）



（注１）取引実行者コードおよび取引実行者の和字名称が表示されます。
（注２）スワップ取引先コードおよびスワップ取引先の和字名称が表示されます。
（注３）決済代行先が入力した場合のみ、決済代行先の属する金融機関等の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注４）銘柄コードおよび銘柄名が表示されます。

（注５）銘柄が利付国債の場合のみ、担保受払時の担保価額計算に使用した表面利率（入力日の２営業日前の日における表面利率）が表示されます。

（注６）基本契約に規定する“Valuation Date”をいい、入力日の３営業日前の日が表示されます。

（注７）受払を行った担保国債の額面金額を時価評価した担保価額が表示されます（詳細については、財務省が定める「国債の金利スワップ取引・事務取扱マニュアル（取引相手先用）」または「財政投融資特別会計における金利スワップ取引・事務取扱マニュアル（取引相手先用）」を参照してください。）。
（注８）基本契約に規定する“Posted Credit Support”をいい、受払後のすべての銘柄の担保現在高を時価評価した担保価額が表示されます（詳細については、財務省が定める「国債の金利スワップ取引・事務取扱マニュアル（取引相手先用）」または「財政投融資特別会計における金利スワップ取引・事務取扱マニュアル（取引相手先用）」を参照してください。）。

なお、「担保受払先」と「帳票出力先」が異なる場合において、「担保受払先」に出力され
る場合には、当該受渡後担保価額は表示されません（項目名は表示されます。）。

（注９）基本契約に規定する“Exposure”をいいます（詳細については、財務省が定める「国債の金利スワップ取引・事務取扱マニュアル（取引相手先用）」または「財政投融資特別会計における金利スワップ取引・事務取扱マニュアル（取引相手先用）」を参照してください。）。

なお、「担保受払先」と「帳票出力先」が異なる場合において、「担保受払先」に出力される場合には、当該スワップ時価評価額は表示されません（項目名は表示されます。）。

（注１０）スワップ時価評価額から受渡後担保価額を差し引いた金額が表示されます。

なお、「担保受払先」と「帳票出力先」が異なる場合において、「担保受払先」に出力される場合には、当該純与信額は表示されません（項目名は表示されます。）。

（注１１）基本契約に規定する“the Credit Support Amount”から受渡後担保価額を差し引いた金額が表示されます。
なお、「担保受払先」と「帳票出力先」が異なる場合において、「担保受払先」に出力される場合には、当該余剰（－）・不足担保価額は表示されません（項目名は表示されます。）。
（注１２）払出先の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注１３）払出先の口座区分コードおよび口座区分名が表示されます。

（注１４）受入先の金融機関等コードおよび金融機関等名が表示されます。

（注１５）受入先の口座区分コードおよび口座区分名が表示されます。なお、決済代行先が担保取引区分を「受戻」として入力した場合において、受入先の口座区分が預り口であるときは、スワップ取引先の顧客口座において増額の記載または記録のされるべき種別および内訳区分として、「種別名なしの種別の自己口Ⅰ」が通知されたものとします。
（注１６）払出可能国債残高が表示されます。
なお、「帳票出力先」に出力される場合には、項目名も含め、表示されません。

（注１７）「帳票出力先」に出力される場合には、項目名も含め、表示されません。

	参　考
	


帳票出力先には、次の帳票が送信されます。

「受渡担保明細（スワップ）処理済通知」（4311-00101）
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